
被害認定調査支援システムの開発 

2012.02.24 

平成23年度 第4回成果発表会 

富士常葉大学大学院 教授 田中 聡 

効果的な行政対応体制の確立【重川チーム】 



3. 広域的危機管理・減災体制の構築に関する研究 

首都直下地震防災・減災特別プロジェクト 1 
被害認定調査支援システムの開発 2012.02.24 

建物被害認定調査運営上の課題 

• 基準・研修・調査が一体として運用（設計）され
ていない 
 

• 外観調査だけでは被害の全体量がわからない 
 

• 調査の証拠が正しく残らない 
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被害認定調査支援システムの開発 

基準・研修・調査が一体として運用
（設計）されていない 

• 調査基準の学習（座学）のみの研修が主流 
– 基準には解釈の余地がある 

– 個々の調査員、自治体の調査方針決定者の“余
地”の解釈の仕方の違いが生む不公平感 
 
 

• 実際の建物で体験し、解釈の仕方を学習 
– 現状：実際の建物で研修できない 

• ｢正解｣と実習結果との比較による学習 
– 現状：答えあわせができない 
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被害認定調査支援システムの開発 

外観調査だけでは被害の全体量が 
わからない 

• 内部調査がないと納得しない
被災者の増加 
– 被害認定の結果に基づく支援策

の増加 
 

• 内部被害を全て外壁にもたせ
る1次調査の合理性への疑問 

部位 構成比

屋根 10

基礎 10

壁
（外壁）

80

1次調査 ２次調査 

調査部位と構成比 

部位 構成比

屋根 10

基礎 10

外壁 10

柱
（耐力壁）

20

床 10

内壁 15

天井 5

建具 10

設備 10

内部調査 
の項目 

内部調査は調査項目が多く、各部位の 
被害と建物全体の被災度との関係性が 
理解しにくい 
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調査の証拠が正しく残らない 

• 調査票のみから調査票＋平面
図へ変更 

• 鉛直方向に展開する被害を、立
面図・展開図によって現場で記
録することができない 

• 調査写真が活用されていない 
 
 

• 壁の被害の評価・記録方法が 
弱点 
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税務課家屋調査実務 
とのアナロジー 

現場で家屋調査図面の作成 

電算処理した部位ごとの 
再建築評点数 

全ての調査結果を図面に記入 
（ただし、コンセントなど数え上げる 
 設備のリストはあり） 

役所に持ち帰ってデータ化 
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学習システム 

実被災住宅を用いた被害認定調査演習システム 

建物被害記録システム 

Tablet端末を用いた建物被害認定調査支援システム 

演習システム 

調査システム 

災害に係る住家の被害認定基準運用指針  
災害に係る住家の被害認定講習テキスト  Document 

Video 

Photo 

建物被害認定トレーニング ー木造建物の外観目視調査ー 

災害に係る住家の被害認定基準運用指針 参考資料（損傷程度の例示）  

建物被害記録システム 

住家被害認定調査票  
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被害認定調査支援システムの開発 

被災住宅を使った実地訓練 

中越大震災ネットワークおぢや研修会 
   （於：小千谷市東山地区） 
    2009年11月20日 
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壁にビニルシートを貼り被害をトレース 

内閣府の担当者が 
一つ一つの被害を同定 

詳細な解（正解） 
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III II III 

III 
I 

III 

III:160c㎡ (2%) II:160c㎡ (2%) I:80c㎡ (1%) 全体：8840c㎡ 
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III 

III: 23c㎡ （0.6%） 全体: 4015c㎡ 

III II 

II II 

III: 22.5c㎡ （0.2%） 
全体: 13952c㎡  II: 72.5c㎡ （0.5%） 

１）詳細な解 

損傷程度の正解とは？ 

２）壁の面積で評価 
a) 最大被害：ＩＩＩ 
b) 代表被害：ＩＩ 

いずれかをその壁を代表する 
被害として被害壁面積を代表 

３）壁の長さで評価 
代表部位： 
ある壁長さの中で面積が大きい方の部位 

壁長さ 

代表 
部位 

a) 最大被害：ＩＩＩ 
b) 代表被害：ＩＩ 

いずれかをその壁を代表する 
被害として被害壁長さを代表 

４）補修壁面積で評価 
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[研修を開始する] 
ボタンをタッチ 

被害入力平面図が表示されます。 
この画面の見方は次のページを参照 

建物被害認定調査演習システム 
ー実際の被害に即して（手順に沿って）被害の判定方法を学習（体験）するー 
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• 研修を開始すると以下の被害入力平面図が表示されます。被害入力
平面図では、損傷程度の入力や、入力状況を確認することができます 

現在までに入力された被
害の数値を表示します。 
被害を入力するたびに、数
値は再計算されます。 

研修対象の建物の平面図を
表示します。 
入力された被害度に応じて
パーツの色が変化します。 
色は画面右下の凡例を参照 

凡例[パーツの種類] では、
パーツの図形をタッチするこ
とで、タッチしたパーツに対
応した「被害度の評価基準
サンプル」を閲覧できます。 QRコード読み取りカメラを起

動するボタンです。 

表示階を切り替えます。 被害の判定を行います。 

被害の入力 

2012.02.24 
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• 選択した部位の損傷程度を入力する画面です。 

損傷程度を入力します 

損傷程度入力画面の見方 

写真を表示する領域です。 
この写真を参考にし、被害度
を入力します。 
写真は拡大・縮小が可能です。 

選択したパーツの種類に対応
した評価基準サンプルを表示し
ます。 

サムネイル画像をタッチす
ることで、別の画像に切り
替えられます。 
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[被害を判定する] 
ボタンをタッチ 

被害判定結果平面図が表示される 

被害の判定結果が表示される 

各部位の損傷率および損害割合の決定 

2012.02.24 
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被害認定調査支援システムの開発 2012.02.24 

• ユーザが入力した損傷程度から、建物の被害を判定します。 

• 正解と比較し、間違いを検討します。 

被害の数値を表示します。 
数値が、正解の数値と異
なっていた場合、背景の色
が変化します。 

研修対象の建物の平面図を表
示します。 
ユーザの被害度の入力が、正解
の被害度と間違っていたパーツ
は、赤色で表示されます。 

凡例[パーツの種類] では、
パーツの図形をタッチする
ことで、タッチしたパーツに
対応した「被害度の評価基
準サンプル」を閲覧できます。 

最終的な建物の被害の判定結果
が表示されます。 

答えあわせ 

表示階を切り替えます。 

パーツをタッチすることで、
正否・ユーザの入力・正解を
確認することが出来ます。 

15 
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• カメラで撮影した画像の上から認定した被害を書き込み、結
果を保存します。 

建物被害記録システム 

画像を保存します 

演習システム
では認定箇所
を正解と比較
します 

認定した被害
箇所をかき込
みます 

損傷程度を
色で選択し
ます 

2012.02.24 
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STEP 1:演習システムで被害調査をためす 

①小千谷市の被災住宅に 
 おける実地研修 

実際の被害に即して（手順に沿って） 
被害の判定方法を学習（体験）する 

STEP 2:記録システムと図面で被害調査を 
      実践する 

被害記録システムと平面図を使って、 
建物全体の被災度の計算方法を学習する 

②小千谷市に行けない場合の研修 

STEP 1:演習システムで被害調査を学ぶ 
被害認定調査の手順に沿って、 
被害の判定方法および被災度計算 
方法を学習する 

モデルハウスを活用しiPad上に被害状況を再現 

STEP 2:モデルハウスを用い演習システムで 
      被害調査をためす 

STEP 3:モデルハウスを用い記録システムと 
      図面で被害調査を実践する 

2つの研修方法 

＋ = 判定 

2012.02.24 
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建物被害認定調査システムの展開 

＋ 

被害記録 
システム 

被害平面図 

調査員による調査 データ 
検収 

被災自治体 

＋ 

被害記録 
システム 

被害平面図 

被災者による自己診断 

申告 

損害割合 
計算処理 

損害割合 
計算処理 

損害割合 
計算処理 

損害割合 
計算処理 

応援自治体の 
被災地外にお 
けるデータ処理 

データ 
転送 

判定 
確定 
・ 

台帳 
登録 

被災自治体 

結果 
転送 

損害計算システム 

報告 

2012.02.24 
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